


























































































































































































































の歴史を概観し、伏羲（Fo hi）、神農（Xin num）、黄帝（Hoam ti）、顓頊（Chuen 
hio）、少昊（Xao hao） といった完全な公正さ、あるいは中庸の立場（medium 
institium）を得た君主たちが、それを教えるために学校を建てたとする。そ












































































































































































それは「あたかも贈与するように（quasi id gratum habere）」という意味
であるとする。したがって、「仮定や希望の知らせ方は正しくはないが、そ




















































































（2） François Noël SJ Philosophia Sinica Tribus tractatibus: Primo cognitionem 
primientis, secundo ceremonias erga defunctos, tertio ethicam, iuxta Sinarum mentem 
complectens Kamenicky, 1711.
（3） Paul Rule （2003） p.156




（5） フランシスコ・スアレス（Francisco Suárez、1548 年 1 月 5 日－ 1617 年 9 月 25 日）は、
スペインの神学者・哲学者・法学者。イエズス会士。後期スコラ哲学の有力な思想家であり、
トマスの学説を中心にスコラ哲学を集大成した。
（6） 蔡清（1453（景泰 4）－1508（正徳 3））、字は介夫、号は虚斉，諡は文荘，福建承宣布政
使司泉州府県（現在の福建省泉州市）の人，明代の朱子学者・政治家。著書『四書蒙引』はイ
エズス会宣教師も当時の標準的な経典解釈として少なからず参照しており、ノエルはその
解説に「第二論文」の一節を割いている。
（7） 陳澔（1260（景定元）－1341（至正元））、字は可大、号は雲住、北山叟。江西省南康府都
昌県の人。彼の原案になる『礼記集説』10 巻は明代の科挙受験生の必読書とされており、ノ
エルにも参照されている。
（8） 『礼記』巻四第七章「曽子問」孔子曰、祭成喪者必有尸。尸必以孫。孫幼則使人抱之。無
孫則取於同姓可也。
（9） 『礼記』巻五第十一章「郊特牲」尸、陳也。
〔陳澔注〕尸神象当為主之義。今以訓陳記者誤。
（10） 『礼記』第十一章「郊特牲」魂気帰于天、形魄帰于地。
（11） 『礼記』「郊特牲」不知神之所在、於彼乎、此乎、或諸遠人乎。
（12） 『詩経』「小雅」「楚茨」孝子不知神之所在。故使祝博求之於門内待賓客之処也。
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（13） これについて、ノエルはいくつか例を挙げて証拠づけている。
　たとえば『尚書』「伊訓」には
　帝国の第一の大臣である伊尹は崩じた帝王（成湯）に宣言文を作って奏上した。これにつ
いての蔡沈の注、昔は帝王が崩御すると、帝国のすべての大臣の第一人者（primus totius 
Imperii minister）が廟において、祖先を祭る子供の名のもとに死を告げる報告書を作成し、
同じ名のもとで、すべての官僚が臨席した。
　惟元祀十有二月乙丑、伊尹祠于先王。奉嗣王、祇見厥祖。侯甸羣后咸在。百官總已以聽。
冢宰伊尹、乃明言烈祖之成徳、以訓于王。
〔蔡沈註〕古者、王宅憂祠祭、則冢宰攝而告廟、又攝而臨羣臣。
（14） 『礼記』第十八章「学記」
学生が初めて大人の学校〔大学〕に通うときには、学長は鹿の皮で作った衣服を着、野菜を
捧げて担うべき学芸への敬意を示す。これについての陳澔の注、これは古代の教師に野菜
として水草の蘋（pin）と藻（tsao）を捧げて、学生たちに担うべき学問と文芸への敬意を示す
ことをいう。
大学始教、皮弁祭菜。示敬道也。
〔陳澔注〕始教、学者入学之初也。有司衣皮弁之服、祭先師以蘋藻之菜、示之以尊敬。道、
藝也。
（15） 『礼記』第八章「文王世子」
すべての学校で、春季と夏季の学長は古代の教師たちに捧げものをする。それは単に前に
置かれるだけである。冬季と秋季の学長も同様にする。これについての陳澔の注、これは
単に捧げ物を前に置くだけである。人格的な霊（尸）もない。飲食やお互いに酒を酌み交わ
すようなことなどもない。したがって彼らが行うのは利益を考慮しない正しい礼拝を示す
ことだとみなしうる。古代の教師とは過ぎ去った古の時代にこの学を明らかにした者をいう。
凡学、春官釈奠于其先師。秋冬亦如之。
〔陳澔注〕釈奠者、但奠置所祭之物而已。無尸、無食、飲酬、酢等事。所以、若此者、以其
主於行礼、非報功也。先師、謂前代明習此事之師也。
（16） 『礼記』第十八章「祭儀」
帝王が大人の学校（大学）で三人の指名された老人と五人の満期となった教師に同じ食禄を
与えるのは、君侯たちに年少者が年長者を敬う義務を教え、また子供の学校〔小学〕で古代
の教師のために祭儀を行うのは彼らに叡知と徳を教えるためである。
食三老・五更於大学、所以教諸侯之弟也。祀先賢於西学、所以教諸侯之徳也。
（17） 『礼記』第十八章「祭儀」
かの賢い帝王たちが制定した祭儀と法については、かつてはそれによって素晴らしい人生
や政治の法則が人々に伝えられると、そのために祭儀が行われた。また祖国の守護者が役
に立って死ぬと、そのために祭儀が行われた、などなど。
　夫聖王之制祭祀也、法施於民則祀之。以死勤事則祀之。以労定国則祀之。能禦大菑則祀之。
能捍大患則祀之。
（18） 『朱子家礼』「祭礼」厥明夙興設蔬果酒饌
（19） これについては、『性理大全』の以下の記述をもとにしている。
　前期三日斎戒
　衆婦女致斎于内、沐浴更衣飲酒不得至乱、食肉不得茹葷、不吊喪、不聴楽、凡凶穢之事
　皆不得預。
（20） 主人帥衆丈夫、深衣省牲、涖殺。主婦帥衆婦女、背子滌濯祭器、潔釜鼎
（たけなか・あつし　筑波大学大学院一貫制博士課程
人文社会科学研究科哲学・思想専攻）
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